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第 25期 第２回

別海町農業委員会総会議事録
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令和 5年７月３１日 開会

別海町農業委員会
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第２５期 第２回総会

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録

（令和５年７月３１日）

〇開催日時 令和５年７月３１日（月）

午前１０時００分から午前１２時００分

〇開催場所 別海町役場 ４階 議場

〇議事日程

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤

強化促進法）

日程第 ２ 報告第２号 農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移

動適正化あっせん基準）

日程第 ３ 報告第３号 農地法第４条の許可書の交付について

日程第 ４ 報告第４号 農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について

日程第 ５ 報告第５号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について

日程第 ６ 報告第６号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について

日程第 ７ 報告第７号 農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格

法人以外の定期報告について

日程第 ８ 議案第１号 農地法第18条の規定による賃貸借の解約について

日程第 ９ 議案第２号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る

要請について

日程第 10 議案第３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

日程第 11 議案第４号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について

日程第 12 議案第５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

日程第 13 議案第６号 別海町農用地利用集積計画の決定について

日程第 14 議案第７号 現況証明願いについて
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〇出席委員（２７名）

会 長 ２７番 信 夫 重 勝

会 長 代 理 ２６番 加 藤 真 純

１番 羽 石 健 一 ２番 加 藤 祐 介

３番 芳 賀 均 ４番 阿 部 浩

５番 石 森 裕 治 ６番 石 毛 剛

７番 押 田 賢 二 ８番 山 田 良 雄

９番 木 幡 誠 １０番 佐々木 實

１１番 竹 花 智 子 １２番 猿 谷 忠 義

１３番 畠 山 友 子 １４番 市 川 義 晴

１５番 藤 田 浩 義 １６番 石 田 昌 樹

１７番 及 川 哲 夫 １８番 小 島 敏

１９番 斉 藤 春 雄 ２０番 岸 本 正 明

２１番 伊 藤 一 吉 ２２番 豊 島 千 秋

２３番 目 黒 英 夫 ２４番 岡 崎 知 暢

２５番 大 内 敏 光

〇欠席委員（０名）

〇農業委員会事務局出席職員

事 務 局 事務局長 川 畑 智 明

総 務 担 当 主幹 大 山 晋 作

農地調整担当 主査 志 渡 正 勝

農地調整担当 主任 川 原 浩 貴

農地調整担当 主事 齊 藤 一 真

〇傍聴人（０名）

〇議事録署名委員

１番 羽 石 健 一 ２番 加 藤 祐 介
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。

令和 年 月 日

署名者

議 長 信 夫 重 勝 ㊞

議席 １番 羽 石 健 一 ㊞

議席 ２番 加 藤 祐 介 ㊞
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開会 午前１０時００分

◎開会宣言

〇事務局（川畑事務局長）

定刻になりましたので、信夫会長に御挨拶をいただき総会を始めさせてい

ただきます。

〇信夫会長

皆さんおはようございます。

（会務報告がある）

本日は報告７件、議案７件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

〇議長（信夫会長）

それでは、ただいまから第２回農業委員会総会を開催いたします。

ただいま出席している委員は２７名でございます。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。１番羽石委員、２番加藤祐介委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。

◎日程第１ 報告第１号

〇議長（信夫会長）

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主査）

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１６条の規定に基づく利用権の

設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告する。

本件は全部で１４件ございます。１号から８号までにつきましては、農地

所有者から所有権の移転に係るあっせんの申出があり、周辺地域における農

地の保有状況、利用状況、さらに将来性等を踏まえ北海道農業公社の買入れ

が必要との判断から調整を行いましたが、双方の同意が得られず不成立とな

ったものであります。今後の取り扱いについては後の議案第２号で提案し御

審議いただく予定です。９号から１４号につきましては、本年６月総会で報

告をさせていただきましたが、農用地の価格について意向が一致せず不調に

終わったため、関係規定に基づき町長に対し買入れ協議の要請に取り組んだ

ところ、この度、協議が整う運びとなったものです。今後の取り扱いについ
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ては後の議案第６号で提案し御審議いただく予定です。それでは朗読させて

いただきます。

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん対象地、中西別１

６４－９外２４筆、計５６万９，４３８㎡。農地の所有者、別海町中西別１

７４番地の１、田中久夫。あっせん委員、山田委員外７名。あっせん結果、

不成立。

次号から第１４号までのあっせん候補者につきましては同文ですので、朗

読を省略いたします。

第２号、あっせん対象地、中西別１９３－３外３筆、計１３万９，０２４

㎡。農地の所有者、別海町中西別１７４番地の１、田中和史。あっせん委員、

同上。あっせん結果、不成立。

第３号、あっせん対象地、豊原３３－８２外６筆、計４３万５，４２８㎡。

農地の所有者、別海町豊原３３番地の４３、天間武志。あっせん委員、加藤

真純委員外５名。あっせん結果、不成立。

第４号、あっせん対象地、豊原３４－１９外９筆、計３０万５，０９１㎡。

農地の所有者、別海町豊原３３番地の４３、天間栄太郎。あっせん委員、同

上。あっせん結果、不成立。

第５号、あっせん対象地、美原１１－６外２０筆、計８６万７，７０９㎡。

農地の所有者、別海町美原２６番地の４３、荒青史。あっせん委員、同上。

あっせん結果、不成立。

第６号、あっせん対象地、泉川２５－７外１０筆、計３７万３７９㎡。農

地の所有者、別海町泉川４１番地の３、渡邊幸一。あっせん委員、大内委員

外５名。あっせん結果、不成立。

第７号、あっせん対象地、上春別１１６－１３外１９筆、計４７万４，５

３６㎡。農地の所有者、別海町上春別１１６番地の１、粟野祐子。あっせん

委員、加藤和広委員外５名。あっせん結果、不成立。

第８号、あっせん対象地、上春別１１６－５外１筆、計７万２，１２５㎡。

農地の所有者、別海町上春別１１６番地の１、粟野聡司。あっせん委員、同

上。あっせん結果、不成立。

第９号、あっせん対象地、別海４０３－１６４外１９筆、計８５万２，８

５２㎡。農地の所有者、別海町別海４０４番地の４６、濱岡太司。あっせん

委員、山田委員外７名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で３，８

６３万円。

第１０号、あっせん対象地、西春別３９８－７４外４筆、計１７万７，８

５６㎡。農地の所有者、別海町中西別７４番地の２、佐々木純。あっせん委

員、同上。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で８７９万１，０００

円。

第１１号、あっせん対象地、西春別４０５－３、計７万５，３３７㎡。農

地の所有者、別海町中西別１１５番地の１８、小林 一。あっせん委員、同
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上。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で３０６万４，０００円。

第１２号、あっせん対象地、中西別６５－４外１４筆、計６７万９９８．

０５㎡。農地の所有者、別海町中春別１１５番地の１７、株式会社なかしゅ

んべつ未来牧場 代表取締役 望月 彦。あっせん委員、加藤真純委員外４

名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で３，２５９万８，０００円。

第１３号、あっせん対象地、豊原１４－４外２０筆、計８６万７，４５９．

５３㎡。農地の所有者、別海町中春別東町３９番地の１、西牧健。あっせん

委員、加藤真純委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で４，

２６０万７，０００円。

第１４号、あっせん対象地、上春別２７－１外１８筆、計４３万６，３９

３㎡。農地の所有者、河東郡音更町中鈴蘭南３丁目２番地１、小島直。あっ

せん委員、加藤和広委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買

で２，３８８万７，０００円。

以上で報告第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第１号の事務局説明が終わりました。１号から８号につきましては不

成立案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。９号から１４号ま

での成立案件につきまして、調整に当たられた委員の説明を求めます。９号

につきましては７番押田委員、１０号及び１１号につきましては１５番藤田

委員、１２号及び１３号につきましては３番芳賀委員、１４号につきまして

は１番羽石委員。

それでは、９号につきまして７番押田委員お願いいたします。

○７番 押田委員

はい、説明いたします。濱岡さんの北海道農業公社買入れ案件になります。

５年後の取得者は新規就農者の和田さんになっております。和田さんはまだ

２０代で、奥さんは人工授精師の資格を持ち、昨年末には子どもも生まれ、

やる気に満ちています。よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、１０号及び１１号につきまして１５番藤田委員お願いいたし

ます。

○１５番 藤田委員

はい、御説明します。１０号及び１１号まとめて説明いたします。佐々木

純さん、小林 一さんは西春別の土地を北海道農業公社の保有合理化事業で

ユナイテッド牧場に売買する予定です。５年後の買取を目指しておりますの

でよろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、１２号及び１３号につきまして３番芳賀委員お願いいたしま

す。

○３番 芳賀委員

はい、１２号のなかしゅんべつ未来牧場の所有地ですが、これは新規就農
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のためになかしゅんべつ未来牧場に押さえてもらっていた土地なのですが、

新規就農の目途が立ったので北海道農業公社が買い上げをし、新規就農者に

渡すために事業に乗るものであります。

１３号の西牧さんですが、この方の土地ですが離農に伴いまして１２号と

合わせて新規就農者である、なかしゅんべつ未来牧場の従業員が入るという

ことです。経験とやる気がある方ですのでよろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、１４号につきまして１番羽石委員お願いいたします。

○１番 羽石委員

はい、御説明いたします。小島さんが昨年末に離農されて、保有合理化事

業で北海道農業公社に買入れしてもらいました。新規就農者の村上さんが入

られるということです。村上さんは上春別の農家で従業員として働いており、

奥さんはトータルハードマネージメントサービスの獣医をやられていた方で、

研修牧場で研修をされていました。地域の協議会で協議をしてもらった結果、

皆さんに了承していただいたので、よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

報告第１号につきまして委員説明が終わりました。なお、１２号について

２１番伊藤委員に関する案件ですので、議事参与制限とさせていただきます。

それでは報告第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第２ 報告第２号

〇議長（信夫会長）

日程第２ 報告第２号「農地等あっせん結果の報告について（別海町農地

移動適正化あっせん基準）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主査）

報告第２号、農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移動適正化

あっせん基準）。次の者から農地等のあっせん申出書の提出があり、別海町



9

農地移動適正化あっせん基準に基づきあっせんを行ったので、同基準第８第

２項第３号の規定により報告する。

本件は６件ございます。農地所有者の申出により、所有権の移転のあっせ

んを行ったものであります。今後の取扱いについては後の議案第６号で提案

し御審議いただく予定であります。それでは朗読させていただきます。

第１号、あっせん候補者、別海町別海４０３番地の１６７、和田有平。あ

っせん対象地、別海４０３－７３外５筆、計８万６，１５５㎡。農地の所有

者、別海町別海４０４番地の４６、濱岡太司。あっせん委員、山田委員外７

名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で、２５万４，０００円。

第２号、あっせん候補者、別海町中西別５２番地の３０、株式会社ユナイ

テッド牧場 代表取締役 深代光治。あっせん対象地、西春別４０５－１外

３筆、計１万６，５１５㎡。農地の所有者、別海町中西別７４番地の２、

佐々木純。あっせん委員、同上。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買

で、１万６，０００円。

第３号、あっせん候補者、同上。あっせん対象地、西春別４０５－１１、

計２，０６０㎡。農地の所有者、別海町中西別１１５番地の１８、小林 一。

あっせん委員、同上。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で、２，０

００円。

第４号、あっせん候補者、別海町豊原１５番地の４３、久保光大。あっせ

ん対象地、豊原２６－４外２筆、計２万７，３６６㎡。農地の所有者、別海

町中春別東町３９番地の１、西牧健。あっせん委員、加藤真純委員外５名。

あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で、５４万円。

第５号、あっせん候補者、別海町豊原２７番地の６６、宮本真之介。あっ

せん対象地、豊原２７－１０３、計６８６㎡。農地の所有者、同上。あっせ

ん委員、同上。あっせん結果、成立。あっせん価格に関しましては贈与とな

っています。

第６号、あっせん候補者、別海町上春別８２番地の１２、村上雄大。あっ

せん対象地、上春別８２－１外２筆、計３万７，１０３㎡。農地の所有者、

河東郡音更町中鈴蘭南３丁目２番地１、小島直。あっせん委員、加藤和広委

員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で、１１万１，０００

円。

以上で報告第２号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきまして委員の説

明を求めたいと思います。１号につきましては７番押田委員、２号及び３号

につきましては１５番藤田委員、４号および５号につきましては３番芳賀委

員、６号につきましては１番羽石委員。

それでは１号を７番押田委員お願いします。

○７番 押田委員

はい、説明いたします。先ほどの報告１号で北海道農業公社が買入れでき
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なかった農地を一般あっせんで売買するものです。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（信夫会長）

続きまして、２号及び３号を１５番藤田委員お願いします。

○１５番 藤田委員

はい、御説明します。先ほどの佐々木純さん、小林 一さんの農地で保有

合理化事業に乗れなかった部分となっていますのでよろしくお願いいたしま

す。

○議長（信夫会長）

続きまして、４号及び５号を３番芳賀委員お願いします。

○３番 芳賀委員

はい、西牧さんの土地も同じく北海道農業公社の買上げに外れた土地なの

ですが、４号は近隣の久保さんに、５号は新規就農を予定している宮本さん

にということになります。

○議長（信夫会長）

続きまして、６号を１番羽石委員お願いします。

○１番 羽石委員

はい、御説明いたします。先ほど、小島さんが北海道農業公社に買入れさ

れなかった土地を、一般あっせんで売買するものです。よろしくお願いいた

します。

○議長（信夫会長）

報告第２号の委員説明が終わりました。ここで、報告第２号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第３ 報告第３号

〇議長（信夫会長）

日程第３ 報告第３号「農地法第４条許可書の交付について」を議題に供

します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。
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〇事務局（川原主任）

報告第３号、農地法第４条許可書の交付について。農地法第４条第１項の

規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意見

聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町農

業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。

本件につきましては、令和５年５月２３日開催の第３６回総会で御審議い

ただいた案件で申請時における計画どおりとなっていますので、詳細につい

ては朗読を省略させていただきます。許可日については、北海道農業会議の

意見聴取日であります６月２０日としております。

以上で報告第３号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては

会長専決報告ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、報告第３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第４ 報告第４号

〇議長（信夫会長）

日程第４ 報告第４号「農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（川原主任）

報告第４号、農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第４条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。

本件につきましては、過去の総会でご審議いただいた案件ですが、一部変

更がありますので申請者、内容、事業完了年月日を朗読させていただきます。

第１号、申請者、別海町奥行２番地の２５、ヤマギシズム生活別海実顕地

農事組合法人 理事 荒木靖。内容、変更前、バンカーサイロ外、計２，７
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００．５４㎡。変更後、スタックサイロ外、計２，７００．５４㎡。事業完

了年月日、令和５年６月２３日。

以上で報告第４号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、報告第４号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては

完了届の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。ここで、報告

第４号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第５ 報告第５号

〇議長（信夫会長）

日程第５ 報告第５号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（川原主任）

報告第５号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。

本件につきましては、令和４年度に農地転用許可を行った案件につきまし

て、令和５年７月１９日に現地調査を行いました。内容につきましては申請

時における計画どおりですので、申請者、所有者、内容及び計画高、出来高、

事業完了年月日のみ朗読させていただきます。

永久転用第１号、申請者、別海町泉川１０９番地の２７、佐藤伸春。土地

の所有者、別海町泉川１０９番地の１５８、佐藤圭一。内容、住宅外、計１，

５３１．０４㎡。事業完了年月日、令和５年３月１６日。

一時転用第１号、申請者、別海町西春別９９番地の３０、金本建設有限会

社 代表取締役 金本徹也。土地の所有者、別海町本別８９番地の１０、松

田富士雄。事業完了年月日、令和５年７月６日。砂計画高、４，１１９㎥に

対し出来高、１００㎥。

以上で報告第５号の内容説明を終わります。
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〇議長（信夫会長）

はい、報告第５号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。永久転用の１号につきましては事務局説明のみ

とさせていただきます。

一時転用の１号につきまして、９番木幡委員お願いいたします。

〇９番 木幡委員

それでは説明いたします。７月１９日に石毛委員、畠山委員、事務局とで

見てまいりました。ここは、長年にわたり少しずつ砂を採っている場所で、

問題ないと見てまいりましたのでよろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

報告第５号の委員説明が終わりました。ここで、報告第５号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第６ 報告第６号

〇議長（信夫会長）

日程第６ 報告第６号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

報告第６号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は４５件の報告がありました。農

地法第２条に基づく事業要件、議決権要件、役員要件の全てを満たしており

ました。そのほかの法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので

朗読を省略させていただきます。

以上で報告第６号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第６号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては法人の

定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。また、３号につ
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きましては２１番伊藤委員、２２号につきましては７番押田委員に関する案

件ですので、議事参与制限とさせていただきます。

それでは報告第６号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、報告第６号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第６号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第７ 報告第７号

〇議長（信夫会長）

日程第７ 報告第７号「農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適

格法人以外の者の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

報告第７号、農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格法人以外

の者の定期報告について。次の者から農地法第６条の２第１項の規定による

農地等の利用状況報告書の提出があったので報告する。今月は７件の報告が

ありました。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項または農地法第３条第

１項の許可を受けた農地等の利用状況について、適正に利用している旨の報

告を受けております。また、そのほかの要件につきましても要件を満たして

おります。決算期、受理日につきましては記載のとおりですので、朗読を省

略させていただきます。

以上で報告第７号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

報告第７号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても農地所

有適格法人以外の法人の定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただ

きます。また、３号につきましては６番石毛委員に関係する案件ですので議

事参与制限とさせていただきます。それでは報告第７号につきまして質疑を

受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、報告第７号を承認することに御異議ございませ
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んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

異議なしということですので、報告第７号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第８ 議案第１号

〇議長（信夫会長）

日程第８ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（志渡主査）

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者

から農地法第１８条第６項の規定により提出された賃貸借の合意解約の通知

について、同条第１項の規定による可否の決定を求める。本案は９件ござい

ます。貸主、借主双方の合意により解約された通知であり、土地の引渡しの

時期６か月以内に合意解約が成立しております。それでは朗読させていただ

きます。

第１号、貸人、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北

海道農業公社 理事長 小田原輝和。借人、別海町別海４０５番地の２２、

有限会社中原牧場 代表取締役 中原哲。解約する土地、別海４０５－２６

外３筆、計１１万２，５４２㎡。契約の内容、利用権の種類、賃借権。契約

期間、令和３年２月１日から令和７年１１月３０日まで。合意解約成立の日、

令和５年６月２９日。土地の引渡しの時期、令和５年６月２９日。

次号から第９号までの利用権の種類は同文ですので朗読を省略させていた

だきます。

第２号、貸人、別海町中西別７番地の３、根本 美。借人、別海町中西別

５番地の６、松原春。解約する土地、中西別２５２－２外１１筆、計２５万

７，０６１㎡。契約の内容、契約期間、平成３１年３月２８日から令和６年

３月２７日まで。合意解約成立の日、令和５年７月３日。土地の引渡しの時

期、令和５年７月３日。

次号から６号までの借人、次号から７号までの合意解約成立の日、土地の

引渡しの時期は同文ですので朗読を省略させていただきます。

第３号、貸人、別海町中西別１８番地の５、山家哲雄。解約する土地、中

西別１８－２外４筆、計１２万７，６６４㎡。契約の内容、契約期間、同上。

第４号、貸人、同上。解約する土地、中西別１８－３、計２万１５３㎡。

契約の内容、契約期間、令和４年５月３０日から令和６年３月２７日まで。

第５号、貸人、同上。解約する土地、中西別１８－５、計１万８，６３７
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㎡。契約の内容、契約期間、令和３年６月１日から令和８年５月３１日まで。

第６号、貸人、別海町中西別３２番地の３、羽石利昭。解約する土地、中

西別４１－５、計３万６，７３５㎡。契約の内容、契約期間、令和元年６月

２５日から令和６年６月２４日まで。

第７号、貸人、別海町中西別１７５番地の９、大月安子。借人、別海町中

西別１７４番地の１、田中和史。解約する土地、中西別１７５－４外１筆、

計２万５，４５６㎡。契約の内容、契約期間、平成２９年３月１日から令和

９年２月２８日まで。

第８号、貸人、別海町泉川６５番地の６、山﨑照夫。借人、別海町泉川６

６番地の２４、上出雅彦。解約する土地、泉川８３－１６外６筆、計１５万

９，０４２㎡。契約の内容、契約期間、令和４年５月２８日から令和９年５

月２７日まで。合意解約成立の日、令和５年５月３０日。土地の引渡しの時

期、令和５年５月３０日。

第９号、貸人、別海町本別９０番地の２、佐藤真。借人、別海町本別６１

番地の１３、株式会社エトス 代表取締役 中垣博志。解約する土地、本別

８４－３３外１筆、計５，７５９㎡。契約の内容、契約期間、令和４年６月

２３日から令和７年６月２２日まで。合意解約成立の日、令和５年６月２８

日。土地の引渡しの時期、令和５年６月２８日。

以上で議案第１号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては合意解

約の案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第１号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第９ 議案第２号

〇議長（信夫会長）

日程第９ 議案第２号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係

る要請について」を議題に供します。事務局より議案の朗読と内容の説明を

お願いいたします。
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〇事務局（志渡主査）

議案第２号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ

いて。次の者から農業経営基盤強化促進法附則第３条第１項の規定に基づき

あっせんを受けたい旨の申出があった農用地の所有権移転について、農地中

間管理機構による買入れが特に必要であると認められることから、同法第２

項の規定により当会は別海町長に対し同項の規定による通知をするよう要請

する。

本案は８件ございます。先の報告第１号で不成立となった案件の農地所有

者からあっせんの申出があったものであります。第１号から第８号までは同

様の内容となっておりますので一括で御説明いたします。１あっせんの申出

者及び農用地の所在等、あっせんの申出者とあっせんの対象地につきまして

は報告第１号において朗読しておりますので省略いたします。申出のあった

日、令和５年７月１７日。２農地中間管理機構を含めた調整の経過、あっせ

ん会議を開催し利用調整を図りましたが、農用地の価格について農地所有者

と農地中間管理機構の意向が一致せず調整は不調に終わったという内容でご

ざいます。３当該農用地の利用集積に係る意見、当該農用地は優良農地等で

あり、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用集積を図

るため農地中間管理機構による買入れが特に必要と認められるといった内容

で要請いたします。

以上で議案第２号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

買入れ協議の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第２号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第１０ 議案第３号

〇議長（信夫会長）

日程第１０ 議案第３号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につ
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いて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第３号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。

第１号、申請人の住所氏名、貸人、別海町泉川９３番地の２、立石平右衛

門。借人、別海町泉川１０９番地の１３６、株式会社 Farming Story 代表

取締役 木村辰也。許可を受けようとする土地の表示、泉川７４－１１外１

４筆、計３５万９，９０５㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を

有効活用するため賃貸するものである。借人は、経営規模拡大のため賃借す

るものである。貸借期間、許可日から５年間。賃貸価格は７２万円で、１ヘ

クタール当たり約２万円です。

第２号、申請人の住所氏名、貸人、別海町泉川２４番地の１４、藁谷好員。

借人、別海町泉川５４番地の３、アットファーム株式会社 代表取締役 田

中傑。許可を受けようとする土地の表示、泉川４３－４外１筆、計４万１，

７４３㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するため使

用貸借するものである。借人は、経営規模拡大のため使用貸借を受けるもの

である。貸借期間、許可日から令和７年３月２７日まで。使用貸借のため賃

貸価格はありません。

第３号、申請人の住所氏名、貸人、別海町西春別１２１番地の３、中村繁

男。借人、別海町西春別１８９番地の１７、佐藤悠。許可を受けようとする

土地の表示、西春別１２２－１外１筆、計６万２，００８㎡。許可を受けよ

うとする理由、貸人は、農地を有効活用するため賃貸するものである。借人

は、経営規模拡大のため賃借するものである。貸借期間、許可日から１年間。

賃貸価格は１８万円で、１ヘクタール当たり約３万円です。

第４号、申請人の住所氏名、貸人、前号と同じです。借人、別海町西春別

４０７番地の１６４、有限会社石坂牧場 代表取締役 石坂巧。許可を受け

ようとする土地の表示、西春別１１５－６外８筆、計１９万５，４０８㎡。

許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するため賃貸するもの

である。借人は、経営規模拡大のため賃借するものである。貸借期間、許可

日から１年間。賃貸価格は５７万円で、１ヘクタール当たり約３万円です。

第５号、申請人の住所氏名、貸人、前号と同じです。借人、別海町西春別

４０９番地の２６、株式会社大門牧場 代表取締役 大門貴幸。許可を受け

ようとする土地の表示、西春別１５１－１外１８筆、計１２万４，４０５．

２３㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するため賃貸

するものである。借人は、経営規模拡大のため賃借するものである。貸借期

間、許可日から１年間。賃貸価格は３３万円で、１ヘクタール当たり約２万
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７，０００円です。

第６号、申請人の住所氏名、貸人、別海町西春別３１８番地の６８、阿部

康弘。借人、別海町西春別３５０番地の５、市川義晴。許可を受けようとす

る土地の表示、西春別３２５－５外６筆、計１３万１，９３９㎡。許可を受

けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するため賃貸するものである。

借人は、経営規模拡大のため賃借するものである。貸借期間、許可日から１

年間。賃貸価格は２６万円で、１ヘクタール当たり約２万円です。

第７号、申請人の住所氏名、貸人、前号と同じです。借人、別海町西春別

２８７番地の７、渡部義展。許可を受けようとする土地の表示、西春別２７

６－１外３２筆、計８３万４，６４３㎡。許可を受けようとする理由、貸人

は、農地を有効活用するため賃貸するものである。借人は、経営規模拡大の

ため賃借するものである。貸借期間、許可日から１年間。賃貸価格は１４８

万２，０００円で、１ヘクタール当たり約１万８，０００円です。

第８号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町西春別駅前錦町９４番地、山

崎康司。譲受人、別海町泉川１１０番地の２１、竹田寛亨。許可を受けよう

とする土地の表示、西春別４１３－４外７筆、計２８万８，４６４㎡。許可

を受けようとする理由、譲渡人は、農地を有効活用するため譲り渡すもので

ある。譲受人は、経営規模拡大のため譲り受けるものである。売買価格は１，

０００万円で、１ヘクタール当たり約３５万円です。

第９号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町美原４２番地の４８、小宮山

啓之。譲受人、別海町美原４３番地の６８、高野考太。許可を受けようとす

る土地の表示、美原４３－４３外１筆、計７万５，９６７㎡。許可を受けよ

うとする理由、譲渡人は、農地を有効活用するため譲り渡すものである。譲

受人は、経営規模拡大のため譲り受けるものである。売買価格は４２０万円

で、１ヘクタール当たり約５６万円です。

以上で議案第３号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた

委員の説明を求めたいと思います。１号につきましては２５番大内委員、２

号から８号につきましては９番木幡委員、９号につきましては１３番畠山委

員。

ここで、６号については市川委員に関する案件ですので、１４番市川委員

につきまして農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議

規則第１４条の規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（１４番 市川委員 一時退席）

それでは、６号につきまして９番木幡委員お願いいたします。

〇９番 木幡委員

はい、説明いたします。阿部さんのお父さんが亡くなり、息子さんも体調

を崩しまして、１年間休農することになりました。国道の向こう側の農地を

市川さんに使ってもらうことになりましたのでよろしくお願いいたします。
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〇議長（信夫会長）

議案第３号の６号につきまして委員説明が終わりました。それでは議案第

３号の６号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませ

んか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第３号の６号を原案のとおり許可する

ことに決定します。ここで市川委員に対する議事参与制限を解除します。

（１４番 市川委員 着席）

〇議長（信夫会長）

議事を再開します。

それでは、１号につきまして２５番大内委員お願いいたします。

○２５番 大内委員

御説明いたします。６月８日に信夫会長、羽石委員、川原職員、私の４名

で現地を見てまいりました。立石平右衛門さんは以前は酪農の傍ら家畜商と

して大きく仕事をされていたのですけれども、搾乳を止め、規模を縮小され

ています。現在は息子さんの公司さんが営農しているのですが、かなり規模

を縮小され畜舎が余るということで、近隣の Farming Story さんと話がつき、

Farming Story さんが管理をすることになりました。近隣の農家ですので有

効に活用できるものとして問題なしと見てまいりましたので、よろしくお願

いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２号から５号及び７号、８号につきまして９番木幡委員お願

いいたします。

〇９番 木幡委員

それでは、説明いたします。２号の藁谷さんからアットファームへの使用

貸借ですが、こちらは使っていなかった土地のようで少し下草が伸びていま

した。アットファームに使っていただけるということで見てまいりましたの

でよろしくお願いします。３号から５号についてですが、中村さんが体調を

崩して離農するということで、この３名の方々に１年賃貸をした後、売買す

る予定です。７号の阿部さんですが、体調を崩して１年休農されるというこ

とで、隣の渡部さんに使ってもらうことになりました。最後に８号ですが、

今回、山崎さんから売買したいという声があり、３条で竹田さんが買い取る

ことになったのでよろしくお願いします。
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〇議長（信夫会長）

続きまして、９号につきまして１３番畠山委員お願いいたします。

〇１３番 畠山委員

はい、９号は小宮山さんと高野さんの３条の売買案件で、この土地は高野

さんの土地に隣接しており農地を効率的に利用できると思い見てまいりまし

た。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

議案第３号の１号から５号及び７号から９号の委員説明が終わりました。

それでは議案第３号の１号から５号及び７号から９号の質疑を受けたいと思

います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第３号の１号から５号及び７号から９

号を原案のとおり許可することに決定します。

（１１時０５分から１１時２０分まで休憩）

◎日程第１１ 議案第４号

〇議長（信夫会長）

日程第１１ 議案第４号「農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第４号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第４条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり

ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示、西春別２０－１４、面積、７

５５．９４㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、育成牛舎外、計７５５．

９４㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法第４条第６項。土地利

用計画、農用地。転用者、別海町西春別２０番地の３、伊藤文徳。

第２号、許可を受けようとする土地の表示、西春別１０８－１、面積、１，

５７１．３８㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、哺育舎外、計２，１９

１．４２㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法第４条第６項。土
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地利用計画、農用地。転用者、別海町西春別１０８番地の４、株式会社グリ

ーンフィールズ 代表取締役 野々村竜一。

以上で、議案第４号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第４号の事務局説明が終わりました。それでは現地調査に当た

られた委員の説明を求めたいと思います。

それでは１号及び２号につきまして、９番木幡委員お願いいたします。

〇９番 木幡委員

それでは説明いたします。７月１９日に畠山委員、石毛委員、事務局で見

てまいりました。伊藤さんのところですが、育成舎が建っている向い側にパ

ドックがありまして、そのパドックの中に育成舎を建てたいということです。

特に問題はないと見てまいりました。それから、グリーンフィールズについ

てですが、前に一度申請を出しているのですが、そこからはみ出した部分が

あるということで見てまいりました。問題ないと思って見てまいりましたの

で、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

議案第４号につきまして委員説明が終わりました。それでは議案第４号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第４号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第１２ 議案第５号

〇議長（信夫会長）

日程第１２ 議案第５号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（川原主任）

議案第５号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり
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ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示及び面積、上春別２６８－５外

１筆、計１万７，７１５㎡。契約内容、使用貸借。目的、砂採取。計画内容、

砂採取量、１万６，３４２㎥。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法

施行令第１１条第１項第１号。土地利用計画、農用地。所有者氏名、別海町

上春別２１７番地の４、安齊幸一。転用者氏名、中標津町東３２条北１丁目

２番地、中村興業株式会社 代表取締役 竹嶋哲也。

第２号、許可を受けようとする土地の表示及び面積、本別８８－６、計１

万８７３㎡。契約内容、賃貸借。目的、砂採取。計画内容、砂採取量、３，

８８１㎥。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法施行令第１１条第１

項第１号。土地利用計画、農用地。所有者氏名、別海町本別８９番地の１０、

松田富士雄。転用者氏名、別海町西春別９９番地の３０、金本建設有限会社

代表取締役 金本徹也。

以上で議案第５号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

議案第５号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めたいと思います。１号につきましては６番石毛委員、２号につき

ましては９番木幡委員。

それでは、１号につきまして６番石毛委員お願いいたします。

〇６番 石毛委員

はい、説明いたします。７月１９日に木幡委員、畠山委員、事務局と見て

まいりました。安齊幸一さんの砂採取の現場なのですけれども、継続して採

っている場所でして、現在採っているところがまだ完了届が出ていないとい

うことで、整地はされていない状態でした。次に採る予定の場所にもきちん

と杭が立っていて、採取の仕方も問題はないと見てまいりましたので報告い

たします。よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２号について９番木幡委員お願いいたします。

〇６番 石毛委員

それでは、説明いたします。先ほど完了届のあった場所なのですけれども、

何年も継続して採っている場所です。少しずつ採っている場所でして、問題

ないと見てまいりましたのでよろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

議案第５号につきまして委員説明が終わりました。それでは議案第５号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。
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〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第５号を原案のとおり許可することに

決定し、北海道農業会議への意見聴取のうえ、その回答が許可相当の場合は、

会長の専決により申請者への許可書を交付することといたします。

◎日程第１３ 議案第６号

〇議長（信夫会長）

日程第１３ 議案第６号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を

議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（志渡主査）

議案第６号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５第１項第６号による計画について、

農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条第１項により決

定を求める。

本案は全部で３１件ございます。内訳は所有権の移転が２２件、利用権の

設定が９件となっております。それでは所有権の移転から朗読させていただ

きます。

第１号から第６号までは報告第１号と内容が重複いたしますので、所有権

の移転の内容から朗読いたします。

第１号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移

転時期、令和５年８月１日。対価、３，８６３万円。対価の支払い方法、指

定口座に振込。対価の支払い期限、令和５年９月１４日。引渡しの時期、対

価の支払日。当事者間の法律関係、売買。

次号から第６号までの所有権の移転時期、対価の支払い方法、対価の支払

い期限、引渡しの時期、当事者間の法律関係については同文ですので朗読を

省略いたします。

第２号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、８７９万１，００

０円。

第３号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、３０６万４，００

０円。

第４号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及び農業用施設用地とし

て利用。対価、３，２５９万８，０００円。

第５号、所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、４，２６０万７，

０００円。

第６号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。対価、２，

３８８万７，０００円。

第７号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別３０８番地の１、岸本正
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明。所有権の移転をする土地、上春別２０８－６外５筆、計１２万４，０２

８㎡。所有権の移転をする者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公

益財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。所有権の移転の内容、利

用目的、牧草畑として利用。所有権の移転時期、令和５年８月１日。対価、

７４０万８，０００円。対価の支払い方法、指定口座に振込。対価の支払い

期限、令和５年１０月３０日。引渡しの時期、対価の支払日。当事者間の法

律関係、売買。

次号から第１６号までの所有権の移転をする者、利用目的、対価の支払い

期限、次号から第２２号までの所有権の移転時期、対価の支払い方法、次号

から第２０号までの引渡しの時期、当事者間の法律関係は同文ですので朗読

を省略いたします。

第８号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別２０８番地の２、菊池勉。

所有権の移転をする土地、上春別２０９－２、計９万８，５９４㎡。所有権

の移転の内容、対価、５９０万８，０００円。

第９号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別２８７番地の２３、岸本

卓也。所有権の移転をする土地、上春別３０７－２外３筆、計１２万９，４

９８㎡。所有権の移転の内容、対価、７３２万３，０００円。

第１０号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別３１０番地の２２、大

空牧場株式会社 代表取締役 向山浩幸。所有権の移転をする土地、上春別

３１１－３外５筆、計１０万２，７２２㎡。所有権の移転の内容、対価、５

５８万円。

第１１号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別３１２番地の５、井上

一也。所有権の移転をする土地、上春別３１１－８外７筆、計１２万４，１

６７㎡。所有権の移転の内容、対価、７２４万円。

第１２号、所有権の移転を受ける者、別海町本別４番地の４４、信夫重勝。

所有権の移転をする土地、本別１８－２外１１筆、計１２万５，９７０㎡。

所有権の移転の内容、対価、７３５万円。

第１３号、所有権の移転を受ける者、別海町本別６１番地の１、中垣牧場

株式会社 代表取締役 中垣隆二。所有権の移転をする土地、本別２７－１

０外１１筆、計２０万７，０８６㎡。所有権の移転の内容、対価、１，３４

５万５，０００円。

第１４号、所有権の移転を受ける者、別海町本別３６番地の３、安齋春香。

所有権の移転をする土地、本別３０－３外１０筆、計２６万７，６３３㎡。

所有権の移転の内容、対価、１，６２６万６，０００円。

第１５号、所有権の移転を受ける者、別海町本別６３番地の１、中村勝彦。

所有権の移転をする土地、本別３９－５、計１０万８１㎡。所有権の移転の

内容、対価、６５０万円。

第１６号、所有権の移転を受ける者、別海町本別４８番地の１９、株式会

社フォレストファーム 代表取締役 林満治。所有権の移転をする土地、本

別３９－６外１筆、計８万８，８６６㎡。所有権の移転の内容、対価、５６
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３万２，０００円。

第１７号、所有権の移転を受ける者、別海町別海４０３番地の１６７、和

田有平。所有権の移転をする土地、別海４０３－７３外５筆、計８万６，１

５５㎡。所有権の移転をする者、別海町別海４０４番地の４６、濱岡太司。

所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、２５万４，

０００円。対価の支払い期限、令和５年１１月３０日。

次号から２０号までの対価の支払い期限につきましては同文ですので朗読

を省略いたします。

第１８号、所有権の移転を受ける者、別海町中西別５２番地の３０、株式

会社ユナイテッド牧場 代表取締役 深代光治。所有権の移転をする土地、

西春別４０５－１外３筆、計１万６，５１５㎡。所有権の移転をする者、別

海町中西別７４番地の２、佐々木純。所有権の移転の内容、利用目的、牧草

畑として利用。対価、１万６，０００円。

第１９号、所有権の移転を受ける者、同上。所有権の移転をする土地、西

春別４０５－１１、計２，０６０㎡。所有権の移転をする者、別海町中西別

１１５番地の１８、小林 一。所有権の移転の内容、利用目的、同上。対価、

２，０００円。

第２０号、所有権の移転を受ける者、別海町豊原１５番地の４３、久保光

大。所有権の移転をする土地、豊原２６－４外２筆、計２万７，３６６㎡。

所有権の移転をする者、別海町中春別東町３９番地の１、西牧健。所有権の

移転の内容、利用目的、同上。対価、５４万円。

第２１号、所有権の移転を受ける者、別海町豊原２７番地の６６、宮本真

之介。所有権の移転をする土地、豊原２７－１０３、計６８６㎡。所有権の

移転をする者、同上。所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利

用。引渡しの時期、令和５年８月１日。当事者間の法律関係、贈与。

第２２号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別８２番地の１２、村上

雄大。所有権の移転をする土地、上春別８２－１外２筆、計３万７，１０３

㎡。所有権の移転をする者、河東郡音更町中鈴蘭南３丁目２番地１、小島直。

所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。対価、１１万１，００

０円。引渡しの時期、対価の支払日。当事者間の法律関係、売買。

続いて利用権の設定です。

第１号、利用権の設定を受ける者、中標津町東当幌２４番地２２、株式会

社ループライズ別海 代表取締役 秋田聡。利用権を設定する土地、別海４

０５－２６外３筆、計１１万２，５４２㎡。利用権の設定をする者、札幌市

中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長

小田原輝和。設定する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑として

利用。始期、令和５年８月１日。終期、令和７年１１月３０日。借賃、年間

１４万１，１２０円。借賃の支払いの方法、毎年、１２月１０日までに指定

口座に振り込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。調整委員、山田

委員、押田委員。
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次号から第９号までの利用権の種類、始期、当事者間の法律関係は同文で

すので朗読を省略いたします。

第２号、利用権の設定を受ける者、同上。利用権を設定する土地、別海４

０５－４０外９筆、計４５万３，２７８㎡。利用権の設定をする者、砂川市

東３条南５丁目２５番地５、小田島美栄。設定する利用権、内容、牧草畑及

び採草放牧地として利用。終期、令和１０年７月３１日。借賃、年間８４万

２，０００円。借賃の支払いの方法、毎年、１１月末日までに指定口座に振

り込むものとする。調整委員、同上。

第３号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別３９番地の２１、羽石正

憲。利用権を設定する土地、中西別１８－２外１筆、計７万８，７４２㎡。

利用権の設定をする者、別海町中西別１８番地の５、山家哲雄。設定する利

用権、内容、牧草畑として利用。終期、令和８年５月３１日。借賃、年間２

２万５，０００円。借賃の支払いの方法、同上。調整委員、藤田委員、藤井

委員。

第４号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別３５番地の１２、株式会

社沓澤牧場 代表取締役 沓澤宣幸。利用権を設定する土地、中西別１８－

２外４筆、計８万７，７１２㎡。利用権の設定をする者、同上。設定する利

用権、内容、同上。終期、同上。借賃、年間２３万７，０００円。借賃の支

払いの方法、同上。調整委員、同上。

第５号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別５２番地の１６、株式会

社 Diary Holsteins 代表取締役 山賀秀一。利用権を設定する土地、中西

別４１－５、計３万６，７３５㎡。利用権の設定をする者、別海町中西別３

２番地の３、羽石利昭。設定する利用権、内容、同上。終期、令和６年６月

２４日。借賃、年間１０万２，０００円。借賃の支払いの方法、同上。調整

委員、同上。

第６号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別２９３番地の２６、有限

会社上田産業 代表取締役 上田志樹。利用権を設定する土地、中西別２５

２－２外１１筆、計２５万７，０６１㎡。利用権の設定をする者、別海町中

西別７番地の３、根本 美。設定する利用権、内容、牧草畑及び採草放牧地

として利用。終期、令和６年３月２７日。借賃、年間２２万円。借賃の支払

いの方法、毎年１２月末日までに指定口座に振り込むものとする。調整委員、

同上。

第７号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別１９７番地の２０、中岡

ファーム株式会社 代表取締役 中岡真澄。利用権を設定する土地、中西別

１７５－４外１筆、計２万５，４５６㎡。利用権の設定をする者、別海町中

西別１７５番地の９、大月安子。設定する利用権、内容、牧草畑として利用。

終期、令和９年２月２８日。借賃、年間６万４，８００円。借賃の支払いの

方法、毎年１１月末日までに指定口座に振り込むものとする。調整委員、同

上。

第８号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別４０１番地の２４、長谷
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部正。利用権を設定する土地、西春別３９３－１２外１８筆、計４２万９，

５９４㎡。利用権の設定をする者、別海町西春別幸町３７番地の２西春別団

地１号室、橋本佳憲。設定する利用権、内容、同上。終期、令和８年７月３

１日。借賃、年間９９万８，４００円。借賃の支払いの方法、同上。調整委

員、市川委員、中村委員。

第９号、利用権の設定を受ける者、別海町上春別２１７番地の３９、有限

会社林牧場 代表取締役 林政隆。利用権を設定する土地、上春別１３５－

４、計２万５，４７９㎡。利用権の設定をする者、別海町上春別１３８番地

の１６、中洞薫。設定する利用権、内容、同上。終期、令和１０年３月２７

日。借賃、年間１万６，０００円。借賃の支払いの方法、同上。調整委員、

羽石委員、浦山委員。

以上で議案第６号の内容説明を終わります。

〇議長(信夫会長)

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。所有権の移転の１号から

１６号につきましては北海道農業公社の買戻し案件、１７号から２２号につ

きましては報告第２号で説明済みですので、事務局説明のみとさせていただ

きます。

ここで、所有権の移転の４号については伊藤委員に関する案件ですので、

２１番伊藤委員につきまして農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町

農業委員会会議規則第１４条の規定に基づき議事参与制限により一時退席を

求めます。

（２１番 伊藤委員 一時退席）

〇議長（信夫会長）

それでは議案第６号の所有権の移転の４号につきまして質疑を受けたいと

思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第６号の所有権の移転の４号を原案の

とおり許可することに決定します。ここで伊藤委員に対する議事参与制限を

解除します。

（２１番 伊藤委員 着席）

〇議長（信夫会長）

議事を再開します。

ここで、所有権の移転の７号については岸本委員に関する案件ですので、
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２０番岸本委員につきまして農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町

農業委員会会議規則第１４条の規定に基づき議事参与制限により一時退席を

求めます。

（２０番 岸本委員 一時退席）

〇議長（信夫会長）

それでは議案第６号の所有権の移転の７号につきまして質疑を受けたいと

思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第６号の所有権の移転の７号を原案の

とおり許可することに決定します。ここで岸本委員に対する議事参与制限を

解除します。

（２０番 岸本委員 着席）

〇議長（信夫会長）

議事を再開します。

ここで、所有権の移転の１２号につきましては私に関する案件ですので、

農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条

の規定に基づき議事参与制限により一時退席し、議長を加藤代理に預けます。

（信夫会長 一時退席、議長交代）

〇議長（加藤代理）

信夫会長に関する案件ということで、所有権の移転の１２号の議案につい

てのみ、審議を進めたいと思います。

それでは議案第６号の所有権の移転の１２号につきまして質疑を受けたい

と思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（加藤代理）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（加藤代理）

挙手なしということですので、議案第６号の所有権の移転の１２号につい

ては原案のとおり許可することに決定します。ここで信夫会長に対する議事
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参与制限を解除し、議長を会長に交代します。

（信夫会長 着席、議長交代）

〇議長（信夫会長）

議事を再開します。

それでは利用権の設定について調整に当たられた委員の説明を求めたいと

思います。利用権の設定の１号及び２号につきましては８番山田委員、３号

から７号につきましては１５番藤田委員、８号につきましては１４番市川委

員、９号につきましては１番羽石委員。

それでは１号及び２号につきまして８番山田委員お願いいたします。

〇８番 山田委員

はい、説明いたします。１号の土地は齋藤順司さんが３年前に離農した時

に中原牧場が北海道農業公社の事業で取得したもので、現在一時貸付中です

が、中原牧場も昨年離農されました。本年、農地法３条で中原牧場の農地は

中標津のループライズ別海が全地取得しました。それに伴い、北海道農業公

社からの残り３年の賃貸も引き継ぐものです。２号につきましては、早坂さ

んの土地で娘の小田島美栄さんが相続されています。この土地も中原牧場が

長年賃貸借で利用していましたが、中原牧場の離農によりループライズ別海

が１ヘクタール当たり約２万円で５年間の賃貸となります。よろしくお願い

します。

〇議長（信夫会長）

続きまして、３号から７号につきまして１５番藤田委員お願いいたします。

〇１５番 藤田委員

はい、御説明します。３号から６号までは松原さんが借りていましたが、

昨年に営農を中止したため、今回、次の借り手の方々を調整し羽石さん、株

式会社沓澤牧場、株式会社 DiaryHolsteins、有限会社上田産業に同一条件

で賃貸するものです。７号につきましては、こちらも田中和史さんが昨年営

農を中止したため、大月さんと賃貸していた土地を中岡ファームに同一条件

で賃貸するものですので、よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、８号につきまして１４番市川委員お願いいたします。

〇１４番 市川委員

はい、橋本さんですが平成２８年１２月に新規就農して頑張っていたので

すが、今の情勢の中で経営が上手くいかないということで離農されまして、

隣接している長谷部さんが３年間借りるものです。よろしくお願いします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、９号につきまして１番羽石委員お願いいたします。

〇１番 羽石委員

はい、御説明いたします。昨年の暮れに中洞さんが事故により離農されて、

畑を賃貸するということで調整をしてきたのですが、この場所が林さんしか

利用が難しい畑で一旦調整がついたのですが、条件が悪いため一度返されま
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した。中洞さんと相談して単価を下げて再度調整をした結果、調整がついた

ものですのでよろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

議案第６号の委員説明が終わりました。それでは議案第６号の所有権の移

転の１号から３号、５号から６号、８号から１１号、１３号から２２号及び

利用権の設定の１号から９号の議事参与制限以外の案件につきまして質疑を

受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第６号の議事参与制限以外の案件につ

きまして、原案のとおり許可することに決定します。

◎日程第１４ 議案第７号

〇議長（信夫会長）

日程第１４ 議案第７号「現況証明願いについて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第７号、現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出され

たので、北海道農地法関係事務処理要領第９第４項の規定により証明する。

今月は３件の提出がありました。それでは朗読させていただきます。

第１号、所在、本別８４－３３外１筆、面積計５，７５９㎡。利用状況、

雑種地。所有者、別海町本別９０番地の２、佐藤真。

第２号、所在、美原６６－３外１筆、面積計６４７．７７㎡。利用状況、

雑種地。所有者、別海町美原６６番地の２４、西川寛稔。

第３号、所在、大成５１－１、面積計２万２，６９２㎡。利用状況、雑種

地。所有者、別海町大成５１番地の１、株式会社西崎牧場 代表取締役 八

田祐輔。

以上で議案第７号の内容説明を終わります。

〇議長（信夫会長）

はい、議案第７号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１号及び３号につきましては６番石

毛委員、２号につきましては１３番畠山委員。

それでは１号及び３号につきまして６番石毛委員よろしくお願いいたしま

す。
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〇６番 石毛委員

はい、説明いたします。１号の佐藤真さんの土地なのですけれども、３０

年近く前に本田英雄さんという方がいて、その宅地と一部施設地です。一部

もう太陽光パネルが設置されているのですけれども、さらにその周りの使え

ない土地の部分に太陽光パネルを設置したいということで、問題ないと見て

まいりました。３号の西崎牧場ですが、ここも現在は育成施設としてやって

いるのですけれども、前任者の西崎真澄さんという方が使っていた時から転

用を一切しないで一筆の中でやっていたということです。会社が新しく施設

を建てる分などは転用をしているのですけれども、西崎真澄さんが元々所有

していた部分が、既に施設地として使われているということで見てまいりま

したので、よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

続きまして、２号につきまして１３番畠山委員お願いいたします。

〇１３番 畠山委員

はい、それでは説明します。西川さんのⅮ型から裏の畑に通じるところに

通路を造りたいということで見てまいりました。現在は笹藪で雑種地になっ

ていますので特に問題はないと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（信夫会長）

議案第７号の委員説明が終わりました。ここで議案第７号につきまして質

疑を受けたいと思います何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（信夫会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（信夫会長）

挙手なしということですので、議案第７号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎閉会宣言

〇議長（信夫会長）

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。

これをもちまして、第２回総会を閉会します。


